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小学校 第４学年 国語 １４（１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

解答類型 

正答 

「２」と

「５」を解答 

「２」と「５

以外」を解答 

「２以外」と

「５」を解答 

その他の 

解答 
無解答 

解答率 16.2％ 28.3％ 21.3％ 25.1％ 9.2％ 

〇 正答率は、16.2％と低く、ほとんどの児童が呼びかけの言葉などの文末表現や内容の中心が

どのようなことなのか、どのような内容のまとまりで書かれているのかを理解することができ

ていない。 

〇 相手を意識した呼びかけの言葉や文末表現については理解しているものの、どのような内容

のまとまりで書かれているのかを理解することができていない児童が 28.3％であった。 

〇 どのような内容のまとまりで書かれているのかを理解することはできても、相手や目的を意

識した表現になっているのかを理解することができていない児童が 21.3％であった。 

〇 内容、表現のしかたの両方を理解できていない解答は、全体の25.1％であった。無解答率と

合わせると全体の約 3 分の１を占めている。 

      

【問題の趣旨】 

 〇 発表の内容を理解する。 

【問題の内容】 

 〇 学級新聞の工夫を説明したものとして適切なものを選択する。 

 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨 ・ 内 容 

○ 誤 答 分 析 

（２）国語 
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〈学習活動①〉 
○ 同じニュースを扱った二社の記事を読み比べ、中心となる事柄や、それに関わる他の書きた

い事柄にどのような違いがあるか話し合う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 実際の新聞を教材として特徴を確かめ、読み手に分かりやすく伝えるための工夫を捉えさせ

るとともに、自分たちの新聞で伝えたいことを友達と話し合うことで書く内容の中心を明確に

し、文章の構成を考えることが大切です。 

【「授業スタンダード」の視点：「問い」を引き出すために教材との出合わせ方を工夫する】 

 

 

 
〈学習活動②〉 
○ 互いに書いた新聞の下書きを読み合い、その内容や表現について感想や意見を述べ合う。 
 

 

 

 

◎ 自分の文章のよいところを見付けるには、①記述した内容、②相手に配慮したこと、③記述

の仕方で工夫したこと、④なぜそのような考えに至ったのかについてのきっかけなど、共有す

る視点を明確にしてグループ活動を取り入れることが大切です。 

【「授業スタンダード」の視点：目的を明確にしたペアやグループの話合いで思考を整理する】 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

よ書く内容の中心を明確にし、文章の構成を考える指導   

 

○活用力育成シート、定着確認シート等の活用 

書こうとしたことが明確になっているかなど、文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の
文章のよいところを見付けること。【学習指導要領 第３学年及び第４学年 Ｂ書くこと オ】  

【
出
典
】 

「
活
用
力
育
成
シ
ー
ト
」 

 

令
和
元
年
度 

第
二
回 

小
学
四
年 

書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の関係に注意し
たりして、文章の構成を考えること。【学習指導要領 第３学年及び第４学年 Ｂ書くこと イ】 
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小学校 第５学年 国語 14 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

解答類型 正答 その他の解答 無解答 

解答率 58.0％ 38.9％ 3.1％ 

 

○ 主語と述語の関係を理解し、「妹に起こされた」「妹に起こされました」と解答することが

できた児童は、58.0％であった。 

○ 多く見られた誤答例として、「妹を起こした」が全体の 7.4％であった。「妹を起こした」

と解答した 7.4％の児童、無解答であった 3.1％の児童は、主語と述語の適切な係り受けにつ

いて意識して読むことができていないと考えられる。 

 
 

       
 
 
 
 
  
 
 

次
の 

 
 

の
文
は
、
田
中
さ
ん
が
書
い
た
文
で
す
。
田
中
さ
ん
は
文

の
見
直
し
を
し
て
、
文
の
途
中
で
主
語
が
変
わ
っ
て
い
て
読
み
に
く
い
と

思
い
、
書
き
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
文
の
意
味
が
変
わ
ら
な
い
よ
う

に
、
あ
と
の 

 
 

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

          

【問題の趣旨】 

 〇 文の構成を理解し、適切な形に書き換える。 

【問題の内容】 

 〇 主語と述語の関係を理解し、適切な文の形に直して書く。 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

B 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨 ・ 内 容 

○ 誤 答 分 析 

14 本
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に
ね
て
し
ま
っ
て
、
妹
が
ぼ
く
を
起
こ
し
た
。 

 

た 

な
か 

と 

ち
ゅ
う 

本
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に
ね
て
し
ま
っ
て
、
ぼ
く
は 

。 
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○ 書いた文章を読み直す。 

 ・書いた文章を読み直し、主語と述語の係り受けが合っているか確かめる。 

○ 文章を読み返すときのポイントについて話し合う。 

【「授業スタンダード」の視点：目的を明確にしたペアやグループの話合いで新たな気付きを促す】  

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 
 

５
大
山
さ
ん
は
、
春
休
み
の
出
来
事
に
つ
い
て
文
章
を

書
い
た
あ
と
、
読
み
返
し
て
、 

 
 

部
と 

 
 

部

と
の
つ
な
が
り
が
合
っ
て
い
な
い
文
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
次
の
【
春
休
み
の
出
来
事
の
一
部
】
を

よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
〈
問
い
〉
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

 

【
春
休
み
の
出
来
事
の
一
部
】 

 

文
の
は
じ
め
に
あ
る
数
字
は
、
そ
の
文
の
番
号
を
示
し
て
い
ま
す
。 

               

○活用力育成シート、定着確認シート等の活用 

【
出
典
】 

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」 

平
成
三
十
年
度 

小
学
校 

国
語
Ａ 

①
ぼ
く
は
、
校
庭
で
野
球
の
練
習
を
毎
日
が
ん
ば
り
ま

し
た
。
そ
の
努
力
は
見
事
に
実
り
ま
し
た
。
②
ぼ
く
た
ち

の
チ
ー
ム
は
、
地
区
大
会
で
優
勝
し
た
の
で
す
。
③
今
年

の
春
休
み
は
、
と
て
も
じ
ゅ
う
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
で
も
、
反
省
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
④
反
省

点
は
、
用
具
の
手
入
れ
を
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
練
習
だ
け
で
は
な
く
、
用
具
の
手
入
れ
も
し

っ
か
り
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

主語と述語の関係などに注意して文を正しく書く指導 

間違いを正したり、相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして、文や

文章を整えること。     【学習指導要領 第３学年及び４学年 Ｂ書くこと エ】 

め
あ
て 

 

相
手
に
正
し
く
伝
わ
る
文
章
に
す
る
た
め
に
、
文
章
を
読
み
返
そ
う
。 

      

ど
の
よ
う
に
書
き
直
せ
ば
読
み
や
す
く
な
る
か 

  
 

 
 

主
語
は
「
ぼ
く
」 

 
本
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に
ね
て
し
ま
っ
て
、 

ぼ
く
は 

 
 

 
 

 
○
妹
に
起
こ
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
×
妹
を
起
こ
し
た
。 

 
 

意
味
が
変
わ
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

  

文
章
を
読
み
返
す
と
き
の
ポ
イ
ン
ト 

 
 

○ 

主
語
と
述
語
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
。 

 
 

○ 

意
味
が
変
わ
っ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。 

 

今
日
は
、
妹
と
近
く
の
公
園
で
遊
ぶ
や
く
そ
く
を
し
て
い
た
け

ど
、
雨
が
ふ
っ
て
き
た
の
で
、
部
屋
で
本
を
読
ん
だ
。
本
を
読
ん
で

い
る
う
ち
に
ね
て
し
ま
っ
て
、
妹
が
ぼ
く
を
起
こ
し
た
。
雨
が
や
ん

だ
の
で
、
に
わ
で
妹
と
お
い
か
け
っ
こ
を
し
て
遊
ん
だ
。 

線を引いた文のところ

で、少し読みにくさを感

じるな。 

主語が「ぼく」から

「妹」に変わったから

読みにくいのかな。 

「妹がぼくを起こし

た」の主語を「ぼく」

にしたらどうかな。 

でも「ぼくは妹を起

こした」になると、意

味が変わるから気を付

けないとね。 

◎ 書いた文章を推敲する学習を繰り返し、書き直したものが読みやすくなり、相手に伝わった

ということを児童が実感できるように指導することが大切です。 

〈
問
い
〉 

 
 

 
 

部
と 

 
 

部
と
の
つ
な
が
り
が
合
っ
て
い
な

い
文
の
番
号
を
、
①
か
ら
④
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で

書
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、 

 
 

部
は
そ
の
ま
ま
に
し

て
、
文
の
意
味
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
、
選
ん
だ
文
を
正

し
く
書
き
直
し
ま
し
ょ
う
。 

 

選
ん
だ
文
の
番
号
・
・
・ 

書
き
直
し
た
一
文 
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小学校 第６学年 国語   （２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解答類型 
正答 

「２」と
「４」を解答 

「２」と「４
以外」を解答 

「２以外」と
「４」を解答 

その他の解答 無解答 

解答率 28.6％ 10.0％ 40.1％ 16.6％ 4.7％ 

 

〇 正答率は、28.6％である。「資料を示すことの効果として適切なものを二つ選ぶ」問題であ

るが、正答の一つである「４」を選択することができた児童は 68.7％にのぼる。その一方で、

「２」を選択することができた児童は 38.6％にとどまった。 

〇 【発表原稿の下書き】のどの部分について資料を示すとよいかについては、【話し合いの様

子】の中で話されていない。そのため、【発表原稿の下書き】の文章と「この資料」の図表な

どの情報を関係付けて検討することが求められる。一方の情報のみに着目し、【発表原稿の下

書きの一部】で取り上げられている言葉を根拠として選択したと考えられる。 

〇 「栄養分」と「ビタミン」の関連は捉えやすかったが、「身の回りにある発酵食」と「図」

の関連が捉えにくかったと考えられる。 

 

【問題の趣旨】 

 〇 資料を活用する。 

【問題の内容】 

 〇 資料を用いることによる効果を選択する。 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨 ・ 内 容 

○ 誤 答 分 析 

１４
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○ 情報と情報の関係付けの仕方について理解できる学習を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      【Ａ】           【Ｂ】            【Ｃ】 

 

  児童には、【Ａ】の資料を見たときに「表題」と「図」の関係を把握する力が求められま

す。その関係を具体的な学習場面で理解させるためには、【Ｂ】や【Ｃ】の資料のような一部

情報が伏せられているものを提示し、伏せられている部分について考えさせる学習に取り組む

ことが有効です。「図」と「表題」の関係を把握させる上で、新聞や広告、パンフレットやポ

スター等を教材として活用することも考えられます。 

 

○ 伝える相手や目的を意識した学習を設定する。 

  聞き手の興味・関心や情報量を予想し、補足説明が必要な箇所や言葉だけでは伝わりにくい

内容について、どのような資料を用意すればよいかを考えることが重要です。その際、資料の

順番を変えたり、資料を提示しながら話す仕方について検討したりすることが求められます。 

  集めた資料を活用する際には、資料の中の「表題」「図」「グラフ」「数値」「説明」等が

話す内容とどのように関係しているのか、目的や相手、状況などを踏まえ、話す内容と資料と

の整合について検討する学習を取り入れましょう。 

 

【「授業スタンダード」の視点：理由や根拠を基に判断する場を設定し、考えを共有・吟味する】 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

考えを伝えるために、資料を活用する指導 

 

○活用力育成シート、定着確認シート等の活用 

資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫すること。 

【学習指導要領 第５学年及び第６学年 Ａ話すこと・聞くこと ウ】 

表題 

図 

【
出
典
】 

「
活
用
力
育
成
シ
ー
ト
」 

令
和
二
年
度 

第
一
回 

小
学
六
年 

一 

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様

子
】
の
北
原
さ
ん
と
夏
川
さ
ん
は
、
自
分

の
考
え
が
よ
く
伝
わ
る
よ
う
に
、
工
夫
し

な
が
ら
説
明
を
し
て
い
ま
す
。
Ａ
・
Ｂ
の

と
こ
ろ
で
二
人
が
工
夫
し
た
意
図
と
し
て

最
も
当
て
は
ま
る
も
の
を
、
次
の
ア
か
ら

オ
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
記

号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

ア 

地
震
の
被
害
の
様
子
が
分
か
る
写
真
を
示
す
こ
と

で
、
災
害
の
大
き
さ
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。 

イ 

避
難
訓
練
の
体
験
談
を
引
用
し
て
話
す
こ
と
で
、

訓
練
の
具
体
的
な
内
容
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。 

ウ 

防
災
設
備
の
あ
る
場
所
の
地
図
を
示
す
こ
と
で
、

聞
き
手
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
し
て
い
る
。 

エ 

地
震
発
生
回
数
の
グ
ラ
フ
を
示
す
こ
と
で
、
地
震

回
数
の
変
化
を
視
覚
的
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。 

オ 

非
常
持
ち
出
し
ぶ
く
ろ
の
中
身
の
写
真
を
示
す
こ

と
で
、
初
め
て
見
る
人
に
も
分
か
り
や
す
く
し
て
い

る
。 
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中学校 第１学年 国語 14（１）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

解答類型 

正答 

「３」と

「５」を解答 

「３」と「５

以外」を解答 

「３以外」と

「５」を解答 
その他の解答 無解答 

解答率 17.4％ 44.9％ 13.1％ 23.3％ 1.3％ 

 

〇 正答率は 17.4％と低い。 

〇 主な誤答は「『３』と『５以外』を解答」であった。正答と併せて考えると、「３」を選ぶこ

とができた生徒は約 62％であり、「５」に課題が見られる。「相手の言葉を言い換えてたずね

て、自分の理解が正しいかを確認している」部分がどこか、【インタビューの一部】と照らし合

わせて判断できなかったと考えられる。 

 

【問題の趣旨】 

 〇 インタビューのしかたを工夫する。 

【問題の内容】 

 〇 インタビューのしかたの工夫として適切なものを選択する。 

 

○ 調 査 問 題 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨 ・ 内 容 

○ 誤 答 分 析 

問題の学力のレベル 
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話し手の目的や自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉え、話し手の考えと比較し

ながら、自分の考えをまとめること。 

【小学校学習指導要領 第５学年及び第６学年 Ａ話すこと・聞くこと エ】 

 

小学校学習指導要領解説国語編によると、「自分が聞こうとする意図に応じて話の内容を捉え

るとは、自分はどのような情報を求めているのか、聞いた内容をどのように生かそうとしている

のか、そのためにどういった情報を相手から引き出そうとしているのかなどを明確にして聞くこ

と」とされています。 

＜実際の授業場面では＞ 例：文化祭に向けての話合い 

西野： 例年、展示や発表の場所が校内に点在しているので、 

見て回る経路の例を示した紙を配るとよいと思います。 

  倉田： 賛成です。展示や発表の場所は美術室や体育館など 

校内のあちこちにあるので、道に迷ってしまったり、 

見逃してしまったりする方がいると思います。（略） 

 

このような話合いの後、倉田さんの発言について、「西野さんの発言の一部を言い換 

えて確認しながら自分の考えを示している」ことのよさに気付かせることが大切です。 

話合いやインタビューを客観的に振り返り、発言のよさや役割に気付く学習活動を取 

り入れることが有効です。 

  話し合うことが目的ではなく、話合いを通して、どのような資質・能力を育成するのか 

を考えましょう。 

 

 

【「授業スタンダード」の視点：論点や議題を明確化し、考えを共有したり比較検討したりする」】 

 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

問題の解決を図るための質問のしかたについて考えさせる指導 

 

 

 

 

 

 

 

○活用力育成シート、定着確認シート等の活用 

【
出
典
】 

「
活
用
力
育
成
シ
ー
ト
」 

令
和
二
年
度 

第
二
回 

中
学
一
年 

 

 

◎ 

福
島
中
学
校
で
は
、
「
自
主
学
習
の
方
法
を
先
輩
か
ら
学
ぶ
会
」
を
開
き
、
二

年
生
が
一
年
生
に
各
自
の
自
主
学
習
の
方
法
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
次
の
文
章

は
、
【
二
年
生
の
発
表
原
稿
】
と
、
発
表
後
の
【
質
疑
応
答
の
一
部
】
で
す
。
こ

れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 
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中学校 第２学年 国語 ９（２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

解答類型 正答 その他の解答 無解答 

解答率 58.2％ 26.6％ 15.2％ 

 

〇 正答である常体を敬体にして「決めます」とした解答率は 58.2％、「その他の解答」の解答

率は 26.6％である。無解答率は 15.2％と高い。 

〇 誤答例としては、「勝利をつかめ」と解答しているものの割合が多く、解答類型「その他の

解答」内の 36％を占めている。「一文」「文末」などの言葉を正しく捉えられていない、また

は、倒置法などの修辞に対する知識が不十分であることが考えられる。 

【問題の趣旨】 

〇 文を読み返し、さらにより良い文にする。 

【問題の内容】 

〇 敬体・常体の不統一を正し、より良い表現に直して書く。 

○ 調 査 問 題 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨 ・ 内 容 

○ 誤 答 分 析 

９ 

生
徒
会
役
員
の
山
下
さ
ん
は
体
育
祭
に
向
け
て
「
『
ス
ロ
ー
ガ
ン
』
募 ぼ

集 し
ゅ
う

の
お
知

ら
せ
」
を
書
い
て
い
ま
す
。
次
は
、
そ
の
【
体
育
祭
の
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
募
集
の
お
知

ら
せ
の
下
書
き
】
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

問題の学力のレベル 
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【「授業スタンダード」の視点：論点や議題を明確化し、理由や根拠を基に判断する】 

 

〈
提
案
書
の
下
書
き
〉 

生
徒
会
で
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に

向
け
て
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
み
ま
し
た
。

（
ア
）
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
で
は
聖
火
リ
レ
ー
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
の
聖
火
リ
レ
ー
を
盛
り
上
げ
、
応
援

に
来
る
人
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
お
も
て
な
し
を
し
た

い
と
考
え
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
（
イ
）
地
域
の
婦
人
会
に
も

協
力
い
た
だ
い
て
、
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
走
る
沿
道
に
花
を
植
え

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。 

 

植
え
る
花
と
し
て
提
案
し
た
い
の
は
、 

 
 

 
 
 

、 
 

 

活
動
の
参
加
者
は
、
ポ
ス
タ
ー
等
で
募
り
ま
す
。
（
ウ
）
そ

れ
に
必
要
な
費
用
は
、
校
内
で
募
金
活
動
を
行
い
、
集
め
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
（
エ
）
私
た
ち
も
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

         

三 

山
下
さ
ん
は
〈
話
合
い
〉
の
内
容
を
文
章
に
ま
と

め
、
顧
問
の
先
生
に
提
案
書
と
し
て
提
出
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
次
は
、
山
下
さ
ん
が
書
い
た
〈
提
案

書
の
下
書
き
〉
の
一
部
で
す
。 

               

（
１
）
山
下
さ
ん
は
、
〈
提
案
書
の
下
書
き
〉
に
次
の

言
葉
を
書
き
加
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ア
～
エ

の
ど
の
部
分
に
書
き
加
え
ま
す
か
。 

○ 

た
と
え
、
聖
火
リ
レ
ー
の
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て 

実
際
に
自
分
が
走
ら
な
い
と
し
て
も
、 

○活用力育成シート、定着確認シート等の活用 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

表現の効果を確かめて、文章を整えさせる指導 

読み手の立場に立って、表現の効果などを確かめて、文章を整えること。 

【中学校学習指導要領 第２学年 Ｂ書くこと エ】 

〈授業例〉 

① 「環境問題」をテーマに各自が意

見文を書く。 

② 読み手に分かりやすい文章にな

っているかを友達と話し合う。 

③ 推敲のポイントをまとめる。 

④ 各自で文章を見直す。 

書いた文章を相互評価する活動を通して、生徒自らが、よりよい文章に

するための観点に気付くことが大切です。また、振り返りの時間を確保

し、よりよい文章を書くポイントを可視化し、他でも使える力として育て

ていきましょう。 

【
出
典
】
「
活
用
力
育
成
シ
ー
ト
」 

令
和
元
年
度 

第
三
回 

中
学
一
年 

 


